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10．協議記録

○ 2003 年６月 22 日（水）

〈JICA駐在員事務所〉

先　方：山中

当　方：中条、森、岡林

・山中氏と日程について打ち合せ。国家建築建設委員会（SCAC）の表敬、調査範囲の協議に早

めに調整をしてもらうことになった。

○ 2003 年６月 23 日（月）

〈JICA駐在員事務所〉

先　方：石井、山中

当　方：中条、森、岡林

・石井所長、山中氏と調査概要の協議を行い、今回の基本方針を了解してもらう。

・石井所長から、航空写真の撮影時期がおそくはないか、今年中に撮影しなくて全体工程に影響

はないか、という質問があり、これに対して、写真の撮影は 2004 年５月からで作業工程上問

題はないことを説明した。

〈国家地図作成測地サービス（SSGC）〉

先　方：オビデンコ副院長

当　方：中条、森、岡林

・資料の準備等の全面的協力と、６月 24 日から７月２日までの協議予定の概略について説明、

了解を得た。　

・調査範囲について、１／10万は１万km2、１／２万5,000は 5,000km2ということで話を進める

つもりだがよれでよいかという問いに対して、当方としては、それでよいと回答した。

・具体の範囲は SCAC との協議により意向を確認して決めたいとのことであった。

〈日本国大使館〉

先　方：渡辺臨時代理大使、高橋二等書記官

当　方：中条、森、岡林

・渡辺大使から本調査の意義について説明を求められたが、大使は基本的に地図作成のデジタル

化がキルギスにどんなインパクトを与えるのか、国益にかなう援助のあり方としてどうあるべ

きか等について考えを示された。
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○ 2003 年６月 24 日（火）

〈財務省〉

先　方：ムカンベトフ局長、オビデンコ副院長ほか３名

当　方：中条、森、岡林

・投資政策局ムカンベトフ局長ほか３名に面会。プロジェクトの概要を説明。日本の投資援助窓

口であり、昨日の渡辺臨時代理大使の意向に沿い、石井駐在員より官団員が来たときに大統領

表敬をしたいので調整するよう手配を依頼した。

〈SSGC〉

先　方：オビデンコ副院長

当　方：中条、森、岡林

・調査範囲の決め方について、SCACと要望地域を調整のうえ、SSGCと１／10万図の図郭をベー

スに実際の範囲を決めるようにすることを申し入れ、同氏の同意を得た。

・本院内の施設を見学した。作業部門は本院を含め３か所に分散しているとのことだが、本体の

写真測量部が本院にあり、オリガ部長の案内で各課を見学した。

・ここでは旧来の図化機４台による作業が行われており、一方でスイスの援助プロジェクトに

よって導入された最新の数値図化機（SD2000）が２台、Leica 社 Socet Set 数値図化編集装置一

式があり、地籍図の図化編集が行われていた。

・その他、地図印刷部、データ管理部を見学。データ管理部では１／２万 5,000 図等の原図が厳

重に保管されており、既存図からの等高線のデジタル化は問題なく可能と思われた。

・印刷部門では旧来のスクライブ技術（６名の女性技術者）によっており、印刷機は１色の校正

刷り機（日本製 1988 年導入）が稼動していた。同機で市街図、地勢図などを印刷しており、

刊行されている。

〈スイス・コーポレーション事務所〉　

先　方：ロゴジビコワ

当　方：中条、森、岡林

・プログラムオフィサーのロゴジビコワ氏と面談。同氏より、これまでの地籍プロジェクトの経

緯について説明をうける。

・本プロジェクトは1997年から始まり、現在第２フェーズであり、７月に終了する予定である。

SSGCは当時キルギス政府の直轄機関であったが、第２フェーズに入ったときからSSGCのス

テータスは変わって土地登記庁の管轄下に入った。

・土地登記庁の管轄になった第２フェーズでは、不動産のインベントリー調査が主体になり、土
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地保有税の徴収に各地にRegistration　Officeが設立され、世界銀行（WB）と協調してプロジェ

クトが続行された。

・WB、スイスは SSGCと国家登記庁のニーズを取り入れながらRegistration　Office の不動産、

地籍管理のための調査、施設の整備を行ってきた。この間、スイスコーポレーションは5年間

スペシャリストの要請を行い、そのなかには２回のスイスでのセミナーが含まれている。

・このスイスプロジェクトによるデジタルマッピング技術の移転は機材導入とともに、SSGC の

職員の興味とやる気を盛り上げ、SSGCを辞し流出する職員の歯止めに大いに寄与したという。

○ 2003 年６月 25 日（水）

〈SSGC〉

先　方：オビデンコ副院長

当　方：中条、森、岡林

・オビデンコ副院長と具体的な協議に入った。　

・同副院長から、実施細則（S／W）の署名について、財務省と相談したが署名者については、

法的な内容が入っているため、同省第一次官がよいと考えている。SSGCと建築委員会は実行

機関として、ウィットネスとして署名するか、または署名はしないことになるかもしれないと

の話があった。加えて、S／Wは内容的に法的効力があり免税措置などの条項が入っているた

め、議会の批准が必要であり、これには時間が相当かかることから、S／Wに、一時的に署名

の時点から効力を発する旨を明記してほしい（条項追加で、他の例をみてSSGC側で案を作る

ので見てほしい）、またこれらについて財務省と協議してほしいとの要望が出された。

・また、同院長から、１／２万 5,00 図利用に関して、調査で自由に使えるようの S／Wのなか

に、その旨１条項を入れてほしいとの話があったが、これに対して、日本の援助で行う調査に

必要な資料なのに何故そのようなことをあえて入れる必要があるのか疑問を呈した。

・当方から、印刷の可能性や地図作成関連民間機関の状況を調べたいので、該当する会社を紹介

してもらうことを申し入れた。　

・また、当方から測地データについて、ネットワーク図があればそれをいただきたい（全国が無

理ならイシククリ地域のものでよい）旨申し入れた。

・先方から、標定点に関し、水準点は１～４級、三角点も１～４級まであり、これら基準点の亡

失は平野部で 30 ～ 40％、山間部では５～ 10％であるとの説明があった。

○ 2003 年６月 26 日（木）

〈SSGC〉

先　方：オビデンコ副院長
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当　方：中条、森、岡林

・オビデンコ副院長から、カウンターパート（C／ P）の人材面の協力という点に関し、以下の

とおり説明があった。すなわちSSGCのスタッフは本来SSGCの仕事を持っており、日常作業

に忙しいことが多い。本調査にSSGCのスタッフを使うとなればキルギス側が作業の一部を分

担するということを、S／W等何らかの書面にそのことを明記してもらわないと、彼らへの経

費負担の担保ができないことになる。すなわち予算的措置がとれないので困る。例えばスイス

コーポレーションの援助プロジェクトの場合、キルギス側の負担をはっきり10％と明記して、

職員が実際業務を行った。

・これに対し、当方から、この調査は日本政府とキルギス側がそれぞれ協力して行う援助プロ

ジェクトであり、キルギス側も一部人材の提供を含む応分の協力が大前提であり、現地作業な

どに雇う運転手や人夫賃、SSGCのスタッフの宿泊費までは日本側が負担できるが、スタッフ

の賃金は支払うことができない、これは、他の国でも原則でありこの方式ですべて実施してい

る旨回答した。

・この説明に対し、オビデンコ副院長は、日本の方式がそういった原則ですべて行われているの

なら、それに従うしかないし、書面でそういった事項を加えることはしなくてもスタッフの協

力もやぶさかでない、JICA のスキームの原則は一応了解したと答えた。

・当方から、セミナーについて、具体的には調査団が詳細を計画するが、技術者レベルを対象と

したワークショップと、関係機関の高官を含む広範な人を対象にプロジェクトの意義、内容、

成果、援助実績などを披露するプレゼンテーションを考えているので、そのときは対応して欲

しい、ワークショップでは SCAC からの技術者も、データの地理情報システム（GIS）への応

用といった技術移転を盛り込みたいので、頭に入れておいてほしい旨申し入れた。

・先方から、測量法に関して、SSGC の法的基盤として３つの「測量地図作成に関する規則」と

いうのが大統領の承認を得ており、それは、1）国家地図作成に関するファンド、2）測量基準

点の維持管理、3）国家測量監督について、の３つである、との説明があった。

　　

〈SSGC＞

先　方：ツルコフ院長

当　方：中条、森、岡林

・オビデンコ副院長が急病のため、午後からの協議はツルコフ院長に引き継がれることになった。

・ツルコフ院長表敬をかねて早速今後の協議事項の続行を確認したが、S／Wの形式について、

本来の政府間の合意文書とはちがったもので、この取り扱いについて疑義が提起された。

・ツルコフ院長から、S／Wの内容は技術的な細かいことであり、本来「アグリーメント」とい

うかたちで、政府間の合意文書に双方で署名しなければ、undertakingにあげられている法的な
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措置を行う権限が政府によって一任されたことにならないとの話があった。

　

○ 2003 年６月 27 日（金）

〈SCAC〉

先　方：トゥルスノフ委員長

当　方：中条、森、岡林、山中

・トゥルスノフ委員長と面談し、地図プロジェクトの内容を簡単に説明し、S／Wについて山中

氏より考えを以下のとおり伝えた。すなわち、署名者は財務省（次官）、SCAC委員長とするこ

とで調整する、免税措置に関しては議会の承認が必要なため、財務省と調整する（SCAC委員

長が本日午後イシクリ地域の開発サミット会議にて、出席予定の財務大臣に話すこととする）

旨説明した。

・当方から、対象面積については、地図作成範囲が予算の関係等もあり、同委員会で策定中のジェ

ネラルプランの範囲をカバーしきれないことを説明し、優先的に整備する地域を絞り込んで約

１万km2を地図作成範囲とすること、１／２万5,000の地形図については5,000km2とすること

を了承してもらった。具体的範囲は、同席したナルバエフ研究所所長と協議することとした。

・また、先方から、イシククリ地域総合開発計画は観光開発に重点を置き、これに伴うインフラ

整備を計画している。産業開発等については当面考えていない。既にイシククリ地域で土地の

私有化に伴い土地購入等乱開発が始まろうとしている。下水道のインフラ整備等開発計画につ

いては早急に着手しなければならない状況にある。そのためにできるだけ早く地図の整備をお

願いしたい、との話があった。

・加えて、研究所では古い PC3 セットを用いて開発設計、施設配置計画等を行っていることか

ら、新技術の導入と技術移転を強く希望しているとの話があった。

○ 2003 年６月 28 日（土）　

〈現地踏査〉

・基準点の現状について、現地確認を兼ねてイシククリ地域まで踏査を行った。

・２等水準点、三角点３点、地球測位システム（GPS）観測点１か所を踏査し、状況を以下のと

おり確認した。

　２等水準点　１点　保存状況よし、国道から少し入った所

　４等三角点　１点　保存状況よし、鉄製櫓あり

　GPS 観測点　２点（一部は補助点）　金属標、点の記がないため、探すのにひと苦労

　３等三角点２点、内１点は柱石が抜かれ横に転がっているが、盤石は大丈夫そうである。
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　　基準点の亡失率　平野部：30 ～ 40％、山地部：５～ 10％という。

○ 2003 年６月 30 日（月）

〈民間コンサルタント会社GIS サービス社〉

・SSGCのオリガ写真測量部長の案内でキルギス唯一のGISコンサルタントを訪れ現状を調査し

た。

・同社は 2001 年に設立し、現在職員数は社長以下５名である。Kyrgyz-S/Wiss Forestry Support

Program の第３フェーズにおいて、森林部門のサポート機関であるキルギス・研究所から分離

独立して設立されたということで、国土の森林保全管理に関する調査解析にスイス・コーポ

レーションをクライアントとして業務を展開している。

・現在では、森林管理のためのGIS技術、環境保全のための地理情報、その他のアプリケーショ

ンプログラムの開発を手がけている。

・現在ではかなり手広く顧客を有しており、国連開発計画（UNDP）、ドイツ技術協力公社

（GTZ）、非政府組織（NGO）、海外企業、ビシュケク人文大学などと協力して、環境問題の解

析に GIS 技術を適用し営業している。2001 年に上記研究所（Forest Labo.）から民間企業とし

て独立した際に、スイス・コーポレーションより森林管理部門の研究解析を行う条件でPC、ソ

フトなどの機材を譲り受けた。

・現在行われている主な業務は、スイスのファイナンス・プログラムで「デジタル森林地図

（Digital Forest Map）」の作成を、リモートセンシング技術を利用して行っている。

・このデジタル森林地図作成で使用しているソースデータは、衛星データ、SSGCの使用可能な

１／ 50 万､１／ 20 万､１／ 10 万既存地形図、ケースによっては一部１／２万 5,000 ～

１／１万 5,000大縮尺地図を使用する場合もあるという。衛星写真は７枚を使用し、イシクク

リ、オシ州、シェラルバット地区のデータを作成している。

・使用ソフトは、ロシア製のデータ数値化ソフト、GeoDraw、EasyTrace、MapEdit のほか、GIS

ソフトではArcGIS、ArcVIew3.2　MapInfo、画像解析ソフトではESRI、ERDAS、IDRISI など

である。GIS サービス社は、ロシア GIS 協会の会員になっている。

・PCは５台ありLANによってネットワーク化されている。作業では河川、道路等の紙地図デー

タを数値化し、これに関連する属性データの数値化を行い、居住区に統計データを重ねるなど

GIS基盤情報を整備している。また、ロシア科学アカデミーのオープンデータも使用している

という。

・森林、植生、土地利用、河川、土壌データについては、1988 年の旧ソ連アカデミーの作成した

ものを必要に応じてアップデートして利用している。イシククリ州のサナトリューム、保養施

設、史跡等観光資源分布についても同様にアップデートを行っている。
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・これらのデータ用いて、森林の適性地、保全地区の抽出、土地利用解析、DEM作成など空間分

析を行っており、報告書を作成してクライアントに提出している。また、GIS、GPS を使って

のその他のコンサルティング、応用ソフトの開発も行っている。

○ 2003 年７月１日（火）

〈SSGC〉

先　方：ツルコフ院長

当　方：中条、森、岡林、山中

・ツルコフ院長と S ／Wの懸案事項について協議した。

・山中より、S／Wの上位に位置づけられる口上書（政府間合意書）の準備が現在大使館、キル

ギス外務省と進められている旨説明。

・これに対してツルコフ院長から、そのことを知らなかったため先日、S／Wの性格に疑問を投

げかけた、とのコメントがあった。

・その後S／Wの内容、署名者について相互に見解を述べたが、ツルコフ院長より内容について

修正付加があれば SSGC 内で検討して、後日（７月４日）手渡してもらうことにした。

・ツルコフ院長の考えでは、政府間合意書が結ばれるのなら、免税措置など便宜供与条項などは

S／Wのなかには必要がないのではないか、また、署名者についてもそれらの事項が口上書に

述べられているのなら、S/Wにあえて財務省が入る必要はないのでは、といった意見が出され

た。

・いずれにしても、細かいことは官団員が来てから協議したいのでS／W協議には、ツルコフ院

長が必ず出席するよう、山中からも強く要望した。これに対して、ツルコフ院長は予定してい

たタシケントでの国境協議には代理の者を出し、自分は S ／ W協議に同席することを約束し

た。

・その他、オビデンコ副院長に依頼した資料等の準備は、彼が病に臥しているので彼のみに頼る

ことなく、私（ツルコフ院長）に言ってほしい。

〈市内の印刷会社〉

・主題図編集課のオビデンコ班長の案内で、市内の印刷会社を訪問し、地形図の印刷能力がある

かどうか調査した。

・同社は1998年設立、社員数17人の中堅規模の会社である。オフセット印刷機（HEIDELBERG

OFFSET 52x72）が２台稼動し、１色機ながら精緻な多色印刷をこなし、能力的に地図印刷も

可能と思われた。
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○ 2003 年７月２日（水）

〈SSGC測地部（Expedition Dept.）〉

先　方：ニコライ測地部長

当　方：中条、森、岡林

・SSGC の本部とは離れた地にある、実測部門である Expedition　Dept.（測地部）をニコライ部

長の案内で訪問し、作業環境、技術能力を調査した。概要は以下のとおり。

・測地部門の主な業務

　基準点測量（１～４級及び５～６級基準点）、及び水準測量（１～２級）の基準点網の整備と

維持管理、及び地形図更新、新規図化のための写真判読を行っている。

　各部門の業務内容は以下のとおりであるという。

1）　基準点調査課

　　基準点に従事している部署は４パーティーから成り、外業作業は１パーティー６班構成で

ある。１班は６～７人で編成されている。

　　これらの測量業務に従事している常勤職員は130名であり、そのうち、45人は班長クラス

のロシアの大学で専門技術を学んだ技術者である。多忙時には臨時雇いをする場合もあると

いう。

　　主な作業では、国境確定のための測量（隣国との境界協議及び測量）、空港整備のための

渉外物除去のための測量等を実施しているという。

　　主な測量機材は、GPS受信機 12 台、トータルステーション 14 台、電子レベル 2台、レベ

ル３台のほか車輌が 40 台（ロシア製がほとんど）あるということである。

　　なお、このほかに地籍調査を担当しているが、実際には人手が足りなく民間会社に外注し

ているとのことである。そのうちの１社であるジオイド社（Geoid Ltd.）の社長が同道し、

測地部長より紹介された。ジオイド社は現在４名という小規模な会社でまだ営業を始めたば

かりで、SSGC測地部から入札によって地籍測量を受託実施している。測地部長の信頼が厚

く、この他数社零細な同業者がいるが、ジオイド社が一番信頼できるとのことであった。

　　なお、同社はSSGC本部ビルに隣接する建物内にあり、SSGC作成の地形図を小売販売し

ている地形図販売代理店も兼ねている。１／ 10 万～１／ 100 万の地図を取り扱っている。

　　いまのところ、SSGC では地図の小売販売は行っておらず、SSGC 本部建物内には１階に

法人・機関を対象にした卸売りだけとなっているという。

　　SSGCより受注の資格がある測量会社は、４社でいずれの会社も職員数が４～５名と小規

模であるとのことであった。

2）　写真判読課

　　この部署は 12 名のスタッフから成る。航空写真判読結果を、引き伸ばした航空写真に直
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接インクで記入整理しており、これらの判読結果は３人のスタッフから成る検査セクション

で入念にチェックされる仕組みとなっている。いずれも技術はしっかりしているものと判断

された。

・測地部門の業務量

　　Expedition といわれる同部門が扱っている業務量は年間 1,600 ソム（６億 4,000 万円）

で、国内作業が主体であるが、他国からの依頼があれば、これら業務を受託することもあ

るという。

○ 2003 年７月４日（金）

〈財務省〉

先　方：トルムルザエフ第一次官、ムカンベトフ局長他

当　方：小泉、松崎、田中、川田、南、中条、森、岡林、石井、山中

・小泉より、イシククリ総合開発について、優先プロジェクトを絞り込んでどういった分野の開

発が好ましいか本格調査で検討すること、また対象地域の地形図を整備することが説明され

た。

・小泉から、S／Wの署名日本の技術援助における S／Wの形式は世界各国 100 以上の国で適

用しており、今回もこの書式でお願いしたい旨申し入れた。署名者については、キルギス側に

ついては、援助受入れ機関担当の財務大臣または次官、実行機関の SCAC委員長、及び SSGC

院長とすることで合意した。

・免税事項については、S／Wのなかではなく交換書簡のかたちで別途結べばよいのではとのキ

ルギス側の要望に対し、日本側としては、そのような形式であると我が国では別途閣議にかけ

なければならず、各国と同様に従来通りS／Wに入れたいと申し入れたところ、キルギス側の

了解が得られた。

・また、次官から財務省はドナーの交渉調整機関として政府を代表していることを明文化して

S ／ Wに入れてもらえないかとの要望に対し、当方よりその文案を作成し調査団に追って連

絡することで収拾した。なお、S／Wについては英語を正文とし、ロシア語と２か国語で作成

し、両方に署名することで合意した。

○ 2003 年７月４日（金）

〈SCAC〉

先　方：トゥルスノフ委員長、ナルバエフ研究所所長

当　方：小泉団長、松崎、田中、川田、南、中条、森、岡林、石井、山中

・小泉から、当方は、開発地域のプライオリティーを決めてもらい、それに基づいて
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１／２万 5,000地図作成を行うといったスタンスをとることを伝えた。これに対して、トゥル

スノフ委員長は、カザフスタンが南側湖岸の一部を買収する話があり、その意味からも湖岸全

体を１／２万 5,000 地図作成範囲とした方が好ましいとの見解が示された。

・これに対し、小泉から１／２万 5,000 地形図の作成範囲は、あくまで全体のマスタープランの

うち実施のプライオリティーの高い地区について作成することを繰り返し回答した。その範囲

について７月７日夕刻までにキルギス側の案を準備するよう伝えた。

・トゥルスノフ委員長より、SCACの視点は研究所と異なり、湖岸の道路沿い全体を対象として

道路等のインフラ整備を行い、予算的にいろいろ制約があるものの、その後全体の開発を行っ

ていきたいと考えている。船舶を利用して南岸の観光地を結ぶ観光航路を設けることなども考

えているので、是非現地踏査では南側をよく見てきてほしい、とのことであった。

・小泉から、イシククリ州知事にも、上記については話をしておくようトゥルスノフ委員長に依

頼した。地図作成範囲についてはキルギス側の公式の要望に基づいてS／Wに添付することを

伝えた。

・ナルバエフ研究所所長より、地区開発にはどのような情報を盛り込むことを考えているかと

いった質問がなされ、日本側から主要施設配置、沿道型サービス施設など道路に付帯する施

設、ホテル建設、上下水道、電力等の供給処理施設といった観光・都市インフラ整備、また地

域産業の振興方策として、農産物の生産適地と販売方式、関連する雇用計画などソフトの提案

等を検討している旨回答した。

○ 2003 年７月４日（金）

〈SSGC〉

先　方：ツルコフ院長ほか

当　方：小泉、松崎、田中、川田、南、中条、森、岡林、山中

・当方から、地図作成範囲図は後日渡すので面積を測って欲しい旨申し入れ、了承された。

・ツルコフ院長から、S／Wの書類は日本側で提示した形式で問題がないのなら、SSGCとして

も問題はないが、調査を実施するうえで地図など必要資料があるなら、資料名を明記してその

旨を Undertaking 事項に入れておくべきではないかとの意見が出された。その理由として、航

空写真フィルム、密着焼き写真、地形図だと思うので、それらを具体的に Undertaking に記載

しておけば、作業が始まってから支障がなくなると思われるためである。

・また、ツルコフ院長から、S／Wの「Ⅶ―４」については、本事項は政府間で交わす口上書の

方にキルギス政府の義務というかたちで入れてもらえないかと、申し出があった。ここでは、

「航空写真にかかわる資料」といったようにまとめて記述することでもよいとのことであった。

・S／Wについて、ツルコフ院長から、署名者は SSGCのツルコフ院長、SCACトゥルスノフ委
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員長が実施機関より出ることがよいとの判断が示された。当方から、７月 14日の S／Wの署

名時は、必ず院長が出席するよう念をおした。

○ 2003 年７月５日（土）

〈バイオスフィアリザーブ・オフィス〉

先　方：バルクタヴァソフ次長、GTZ スタッフ

当　方：小泉、松崎、田中、川田、南、中条、森、岡林、山中、ナルバエフ

・事務所の活動内容、現状と課題につき協議した結果、下記のとおりの概要説明があった。

・設立の経緯

　　本オフィスはGTZの協力を得て、設立されたもので、長期にわたる保全活動、環境教育・啓

発を目的としており、オフィスが取り組むべき課題は、自然景観の保全、生態系の保全、生物

多様性の保護、地域産業の振興の４つである。

　　これらの課題のもとに、地区ごとに環境に配慮した開発を行うため、恒常的な環境のモニタ

リングを実施している。　なお、同事務所はバイオスフィアとしては世界で 411 番目の指定

で、2001 年１月から活動を開始して以来２年半の浅い歴史である。

・組織構成等

　　当オフィスは職員数が 28 人おり、林野庁の管轄下にある。組織構成は、景観計画部、広報

部（Public Relations）の２つから成る。

・法制化

　　1998年特別法で、当バイオスフィアを法制化した。地域内の罰則規定は、個々の環境関連法

で対処している。

　　環境関連の主務官庁は林野庁と環境非常事態省でデマケをしており、林野庁は植生、動物保

護、生物多様性の保全を管轄しており、環境省は公害関係事項である。

・NGO の活動について

　　これについてはまだ１～２年と歴史が浅く、当地域のかかわるものがどのくらいあるか数は

分からない。国全体ではエコロジーに関係するものでは約600ある。このうち、実際に活動し

ているのは 50 くらいではないか。これらの活動には、新しく保護区を設定していく活動をし

ているものがある。

・その他

　　生物多様性の保全といった見地からは、生物生息の根幹となる豊かな植生の存在が重要であ

るが、その意味から植林の実績、新しい植林地の分分布図等の把握が、地図情報の入手として

必要だが、それらのデータはあるかの問いに対し、これらはビシュケクの林野庁に行けば入手

できるとのことであった。
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○ 2003 年７月５日（土）

〈イシククリ地区事務所〉

先　方：イシククリ地区副区長、チョルポンアタ副市長、イシククリ地区アラデコフ主任建築士

当　方：小泉、松崎、田中、川田、南、中条、森、岡林、山中、ナルバエフ研究所所長

・調査団の訪問の目的、プロジェクトの内容について小泉が説明した後、先方から、イシククリ

地区の観光開発の現状、課題についての説明がなされた。協議事項の主なものは次のとおりで

ある。

・観光等の現状

　　イシククリ地区で年間を通じて営業しているサナトリウムは数箇所で現在は国営から民営化

されているが、地区の全体としては冬季観光が課題となっている。

　　イシククリ地区ではかつては農業と畜産を主体に地域振興を図ろうと考えてきたが、今後は

ツーリズム、観光へと重点を移す。

　　また、土地の私有化で住民の働く意欲が出てきはじめている。地区の労働者１人当たりの月

収は約 600 ソムであったが、現在では 800 ～ 900ソム／月、で生活も多少豊かになってきてい

る。

　　観光開発はイシククリ州全体だと思うが、この地区の湖岸周辺を対象にしてもらって有難く

思っている。湖の環境保全を図るうえで、日本の技術で地区で遅れている下水道整備をしてい

きたいと考えている。現在あるものは容量が小さく改良を必要としている。

・地区住民と行政組織について

　　市長、市議員は選挙で選ばれるが、州知事、区長は大統領の任命で地区議会の同意が必要で

ある。また、市は州直轄の市と地区所属の市があり、前者の市長は議会で選挙によって選ばれ

る仕組みになっている。

　　本地区は 14 のコミュニティーに分れており、生活環境向上にあたって地区住民が応分役割

を負担し、住民参加の役割を果たしている。また、諸計画を立案する際には、行政は 14 のコ

ミュニティーより地区住民の意見が繁栄される仕組みとなっている。緑化条例などで、植林な

どを実践している。

　　市と住民の利害が対立した場合、公聴会を開き住民参加型で対処し、法律も同様の観点から

つくられている。また、専門家の意見も取り入れられる仕組みになっている。問題が生じた場

合は、民主的に解決することとなっている。

・土地利用の規制　

　　市では土地利用ゾーニングを行い、私有地の土地利用や建築を規制している。これは条例化

され、紛争がおきれば解決の手続きが条例により可能となる。既に議会で承認され、まもなく

発効する予定である。
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　　土地利用のゾーン区分は、農業・産業・居住・保護・保養施設である。

○ 2003 年７月６日（日）

〈イシククリ地区建築士事務所〉

先　方：アラデコフ・イシククリ地区主任建築士

当　方：小泉、小磯、松崎、田中、川田、南、中条、森、岡林、山中、ナルバエフ研究所所長

・主任建築士から、チョルポンアタ市におけるジェネラルプランについて概略以下のような説明

を受ける。

・チョルポンアタ市の同プランは、旧ソ連時代の遺物というべき詳細計画で、現時点では実現不

可能な内容である。

・イシククリ地区 13 の地区ごとに旧ソ時代のジェネラルプランがあるが、すべて実態に合わな

いものとなっている（高層建築などが多く財政的にも、住民感情からも実現は困難）。

・土地利用ゾーニングについては、当地区建築士が計画したものだが、米国国際開発庁（USAID）

がこれに財政的支援、設備を整えてくれた。

・この USAID のゾーニングは地区議会で、その区域、ゾーニングそのものを変更することが可

能である。条例の 21 条に変更規定がある。

・観光開発ではタムチー～コロンドウの区間が最重要地区である。特にタムチーは空港適地

で、大型航空機の発着計画がある。

・作業を行ううえで、測量機器や事務機器が不足している。

・市には保養施設が 100 以上あるが、下水処理場に関する技術指導、機材の供与、日本側との共

同作業等についての強い要望があった。

○ 2003 年７月７日（月）

〈カラコル市イシククリ州庁舎〉

先　方：イシククリ州副知事

当　方：小泉、小磯、松崎、田中、川田、南、中条、森、岡林、山中、ナルバエフ研究所所長、

　　　　エルメック JICA 事務所員

・副知事から、イシククリ地域の観光開発への取り組み等の情報が提供された。

・州内における観光開発でプライオリティーを置いているのは、イシククリ地区、ジェティ・オ

グス地区、トム地区、チュプ地区、アクスイ地区である。

・環境問題及びそれへの対応は以下のとおりとのこと。

・環境政策で最重要課題として、下水処理場が古く浄化技術が稚拙で新しい技術で作り変える

必要がある。
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・湖岸から 300ｍの幅で保護ゾーンが設けられていて、環境上問題のある建物、古い施設は除

去できることになっている。

・ポプラ等による緑化の推進。

・魚類の乱獲がすすんでおり、かつて生息していた魚が減少している。

・ヒツジ等の密猟があり、外国人に販売している。

○ 2003 年７月７日（月）

〈EU-TACIS 事務所〉

先　方：アンドゥリュー Andrew プロジェクトリーダーほか、現地事務所スタッフ

当　方：小泉、小磯、松崎、田中、川田、南、中条、森、岡林、山中、ナルバエフ研究所所長、

　　　　エルメック JICA 事務所員

・EU-TACIS プロジェクトリーダーのアンドゥリュー氏より当事務所の活動概要について説明

がなされた。その要旨は以下のとおりである。

　　本プロジェクトはEUによって計画されたもので、事務所で重視しているのはイシククリ湖

周辺のカラコル周辺の資源活用である。

　　旧ソ連時代の観光とは違った野生動物との接触、自然体験のようなレクリエーションを考え

ているが、経済的基盤が弱く、関連する施設の整備が難しく、どちらが先かまさに「鶏が先か、

卵が先か」といった議論になる。

　　対象とするのは中小、零細な事業であり小規模な家庭的サービスの宿泊施設から、少し大き

いホテルの経営などの維持管理を指導、教育している。

　　具体的な活動は、ツーリズム、零細観光、食品関連企業への融資支援がある。

・南から、エコツーリズムのポテンシャリティーについて質問したところ、この地域では野生

動物に遭遇機会もあるが、そういったところは非常に遠隔地である。しかしながら、ヨーロッ

パから野生体験観光を目的とした旅行客も実際には来ているとの回答があった。

・また、零細な観光事業とエコツーリズムの接点は何か、といった質問に対しアンドゥリュー氏

は、各地でいろいろな企業を訪ねたり、トレッキングなどに参加して実態等を調査してきた

が、衛生面、接客姿勢、心遣いなどのサービス面で改善すべき点があるといった見解が示され

た。また、エコツーリズムという点では、狩猟などもあるがシーズンが短いなどの問題もある

ことが指摘された。

・その他、アンドゥリュー氏から、次のような追加説明がなされた。

　　EU-TACIS事務所には３人の外国人専門家スタッフがおり、民間企業等に直接マーケティン

グ指導も行っているという。ローカルな観光旅行サービスの提供といった分野は、当事務所が

力を入れている分野であるとのこと。
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　　観光における標準的サービス水準の底上げを図ることが必要である。カラコルには電気供給

も困難な地区もあるので、ローコストなサービスプロバイダーをめざす必要がある。

　　食品産業、農産物加工などいろいろな中小の事業を訪問し調査検討しているが、それらは、

食肉加工、パン製造、蜂蜜、チーズ、ジュースなどである。

・最後に、同氏から、旧ソ連時代はキルギスも世界で孤立していたため、自国以外の人々の嗜好、

考えをベースにものごとを考えるコンセプトが欠落していた、まず（観光産業では）他の国の

人々の嗜好、要求するサービスを知ることが重要と考えているとの話があった。

○ 2003 年７月８日（火）

〈SSGC〉

先　方：オビデンコ副院長　

当　方：松崎、中条、森、岡林

・資料の確認

　　先方より準備してもらった資料の大部分は、オビデンコ副院長の留守中、課員によって整理

され、できたものについて内容を確認した。各縮尺の地形図サンプルはイシククリ湖周辺地域

のみであったため、国土全域をお願いした。また、主題図は土壌、表層地質、植生、土地利用

が準備されたが、イシククリ地域対象地域をカバーするよう、東側の図面を追加し、各２部要

求した。

　　過去の航空写真の撮影地区の範囲は、提出されたものが見にくいため、再度見やすく作成を

お願いした。このほか、依頼したものは、基準点の「点の記」及び作業人夫等の労賃。

・印刷について

　　当方より、民間の印刷会社を見学調査した結果、本調査の成果地図印刷は能力的に可能と判

断されたことを伝えたところ、オビデンコ副院長も同じ意見であり、印刷はキルギス国内で行

うこととで了解を得た。また、印刷の仕様についてはSSGCの仕様に基づくことで合意した。

　　　部数については、500 部とすることとした。

・既存図の数値化について

　　１／10万及び１／２万5,000既存地形図の数値化については、印刷原版の等高線版を確認す

ることとし、課員の案内で両者の一部をサンプルで調査した。その結果、一部であるが等高線

版がないシートがあることが分かり、これらのシートについては、総合版から起こすことが必

要である。

　　次に、総合計画策定に必要な１／ 10 万既存図の対象域全域の既存図スキャンによるデジタ

ル化は、SSGCでも可能かどうか聞いたところ、経費の問題を除けば、面数によっては可能で

あるということであり、一応その場合の概算経費見積りをお願いした。数値データのフォー
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マットは何かという質問があり、現時点では DXF を考えていることを伝えた。

　　SSGCで行うとすれば「GeoVec」という半自動化ベクトル変換ソフトを用いることになると

いうことである。

　　なお、数値化作業は地域計画の策定が 2004 年末までなので、急がなくてはならないことを

説明したところ、どのくらいの期間かということが聞かれ、本格調査開始後約３か月以内と伝

えた。

○ 2003 年７月８日（火）

〈研究所〉

先　方：ナルバエフ研究所所長、アリーナ主任建築士　

当　方：小泉団長、小磯、松崎、田中、川田、南、中条、森、岡林、石井、山中

・１／ 10 万地形図の範囲

　　研究所の提示した範囲は、面積的に7,600m2程度しかないうえに、SSGCの１／10万図の図

郭割からみた場合、不都合が多いため、なるべく計画図としても使いやすく、かつ図郭割を考

慮して日本側より、研究所の示した地域をカバーする形で約１万m2の地図作成範囲を提案し、

先方はこれを了承した。

・１／２万 5,000 地形図

　　都市開発計画（ジェネラルプラン）の優先的整備地区を選び、より詳細な実施計画に近い計

画策定に資する地区を対象に、１／２万5,000 地形図の作成範囲を本日提示してもらうことと

なっていたが、先方でまだ、十分煮詰めていなかったことから、翌日（７月９日）午前中に整

理し、改めて研究所の地区選定を依頼した。

○ 2003 年７月９日（水）

〈大統領府〉

先　方：カニメドフ経済政策局長　

当　方：小泉、小磯、松崎、田中、川田、南、中条、森、岡林、石井、山中

・カニメドフ経済政策局長から以下のような話題が出された。

　　キルギスでは観光を重要施策と考えている。イシククリ地域ではとくに観光開発が重要と考

えているが、既に乱開発が始まっている状況である。大統領が主催する投資会議でも、この開

発計画はよく話題にされている。

　　イシククリ湖には流入する河川が多く、環境汚染防止のためからも、資源の合理的活用の方

法を日本に学びたい。

　　これまでは、同湖の自浄作用で自然浄化され水質が保全されていたが、農業開発により農薬
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汚染、牧畜による糞尿による汚染のおそれが強まっている。

　　本調査計画の結果を踏まえて、各ドナーの計画する施設等の指針になればよいと考えている。

　　イシククリ地域の開発では３つの要素がある。それは 1）農業、2）農産加工、3）中小企業

育成、である。これらは湖の南岸地区を対象に考えている。

　　土地所有の私有化が法制化されて3年がたち、土地の登記プロジェクトも終わろうとしてい

る。この計画が私有地についてどこで、どのように土地利用していけばよいかのガイドライン

になるだろう。これに関連して、政府の「農地についての調査」でも、農作物の適地選定、所

有地の利用実態等調査の第１フェーズが終わろうとしている。

　　その他、対象地域では空港、鉄道（アルマティからの）建設のオファーや、アジア開発銀行

（ADB）の提案するイシククリ湖環状道路の整備計画があるが、この計画が企業、地域住民等

の行動規制になればよいと考えている。

・これに対し、小泉から、イシククリ地域の観光施設、サービスの現状と、かつての国営感覚に

よる観光サービスの弊害と今後の課題が提起され、カニメドフ経済政策局長からは、キルギス

側としても民間企業を含めたワーキンググループ（W／G）を設置するなどして、それらの指

摘のあった課題に対処していくつもりであるとの話が答えとしてあった。

・続いて小泉からより首相を座長とするS／Cを大臣クラスの幹部によって構成する考えのある

ことが引き合いに出され、このステアリングコミッティ（S／C）の下にW／Gを設置し、こ

れにはイシククリ州も参加してもらうよう要請した。

・小磯から、当経済政策局には優秀な人材がいるようなので、本調査の実施にあたって有能な人

材をカ C／ P の一員として出してもらいたい、との要望を出した。

○ 2003 年７月 10 日（木）

〈SCAC〉

先　方：トゥルスノフ委員長、ナルバエフ研究所所長

当　方：小泉、小磯、松崎、田中、川田、南、中条、森、岡林、

・SCAC によるキルギス側の最終案として、提示された１／２万 5,000 地形図作成範囲、面積

について団内で検討した結果を下記のとおり示したところ、委員長はこれを受諾し、最終的範

囲・面積が決定した。

・１／２万5,000 地形図の作成範囲は開発整備の最優先地区であるイシククリ地区とし、その面

積は同地区平野部を対象とする約 2,500km2 とする。

・上記面積は、SCAC提示の面積 5,000km2 に満たないが、少なくなった分は１／ 10 万地形図の

範囲増やすことで了解を求め、委員会としては異存ないことを確認した。なお、面積を増やす

範囲は、東側カラコル地区で観光資源が多く分布する平野部と山間部を含む地域とした。
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○ 2003 年７月 11 日（金）

〈SSGC〉

先　方：ツルコフ院長、オビデンコ副院長

当　方：松崎、中条、森、岡林

・地図作成の技術移転をかねてSSGCで１／10万につき1,000km2、１／２万5,000につき200km2

の作成を依頼した。SSGCとしても新しい電子地形図作成技術を修得するためにもぜひ一緒に

作業を行いたい、と賛同し、この件を協議議事録（M／ M）に追加することで合意した。

○ 2003 年７月 14 日（月）

〈SSGC〉

先　方：ツルコフ院長、オビデンコ副院長

当　方：松崎、中条、森、岡林

・地域総合開発計画で使用する１／20万分既存図のラスターデータ化作業について、SSGCでこ

なせるかどうかについて可能性、方法等を協議した結果は以下のとおり。

　　地図の内容は、等高線を含んだ総合版のラスターデータ及び出力図。ラスターデータと出力

図の大きさは地域計画対象地域：２万 3,000km2 を含む１枚の大きさとする。

　　ラスターデータのデータ形式は TIFF で、解像度は 20 ～ 50 ミクロンとする。

　　経費については、SSGC の予算でお願いしたい。

・地図の印刷について：

　　当方から、キルギスで紙地図を印刷する場合の印刷経費を見積りたい、印刷会社にSSGCか

ら仕様を提示して見積ってもらいたい旨申し入れ、SSGC側はこれを了承した。なお、印刷部

数は、１／２万 5,000 が 30 面、１／ 10 万が 18 面とする。

○ 2003 年７月 15 日（火）

〈GTZ ビシュケクオフィス〉

先　方：ジーバエワ（Project Coordinator, “Biosphere Reserve Issyk-Kul”）、

　　　　アサンコロフ（Consultant of General Directorate “Biosphere Reserve Issyk-Kul”）

当 方：川田、南、マキシム・パスチェンコ（通訳）

・先方から、JICAと密接な協力関係を保ちたい。イシククリの事情に精通したキルギス人のコ

ンサルタント、専門家を知っているとの話があった。

・イシククリバイオスフィアリザーブの概要を聴取したところ、以下のとおり。

・法制化にあたって、関係機関の調整が大変困難な仕事であった。

・イシククリバイオスフィアリザーブ・プロジェクトは現在第３フェーズにある。
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・イシククリ局の要員は 45 人（うち 16 人が生態専門家）。その詳細、法令等については、林野

庁（State Forestry Service）に確認する必要がある。

・４ゾーンの内、コア・ゾーンは雪豹、マルコポーロヒツジの保護区であり、その北側の（ジェ

ティ・オグス）国立公園と接する。

・コアであるラムサール条約の鳥類保護区（湖岸）は南西岸だけでなく、北岸、東岸にも一部分

布する。

・バッファーは、湖の比較的水深の浅い部分にも広がる。

・モニタリングは、科学者（専門家）が毎年行う。インスペクションは、毎日の仕事である。馬

や双眼鏡等を使用し、自動車はほとんどが管理職の使用である。

・キルギス側の観光戦略、政策、アクションプランについては知らない。

〈国家観光スポーツ青年政策委員会〉

先　方：バエトフ第一副委員長

当　方：川田、南、マキシム・パスチェンコ（通訳）

・南から、GTZの観光開発計画、投資マニュアル、アガハン基金の観光開発計画、提言、更にキ

ルギス政府のアクションプランを含む、2002年 11月の首相令、2003年２月の首相令等がある

が、各々の進捗と関係・構成はどのようになっているか確認したところ、バエトフ副委員長か

ら、現在四半期毎のレポートをまとめているが、新たなイシククリコンプレックスデベロップ

メント（Issyk-Kul Complex Development）というプログラムもあることから、これらも含め、

まとめて７月 21 日に回答したいとのコメントがあった。

〈運輸省（道路担当）〉

先　方：クルマンベク・チムチコフ課長

　　　　　（Head, Projects Implementation Unit, Investment Projects Implementation Department）

当　方：川田、南、マキシム・パスチェンコ（通訳）

・先方から、道路行政等につき、以下のとおり説明があった。

・キルギスにおける道路プロジェクトの優先順位は次のとおりである。

1）　Osh – Sary-Tash ［- Erkechtam –  （China：Kashgar）］

2）　Osh – Isfana （西側）

3）　Bishkek – Balykchy – Naryn – Torugart ［- China: Kashgar］（中華人民共和国へ）

・ビシュケク－オシュ道路改善は、日本を含みWB、ADB 等の協調融資で実施された。

・イシククリ湖一周道路改善は、2004 年にイスラム開発銀行の資金でフィージビリティ調査

（F ／ S）が行われる予定である。
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・タムチー空港は、2003 年 10 月までにプーチン大統領が着陸できるよう改善が行われる。

・「イシククリ－アルマティを結ぶ鉄道（トンネル）が、スイス人実業家ロジェ・ズブイが推進

するスイスの基金により建設される計画であり、今夏から調査が開始される」との新聞報道の

詳細は知らない。ただし、トンネルの建設のみで２万米ドル／mを要し、建設費見積りが過小

ではないか？

・ADBは、オシュ－サリタシュ道路改善に、2004年に2,000万米ドルを融資することを、中華人

民共和国との国境合意が成されることを条件に、決定している（2004年度分は農業案件と共に

既に決定されている）。

・キルギスに対する融資枠が限度に近づいていることについて、2003年は総収入の５％、2004年

は４％まで、2005 年は３％までの融資となっている。

・交通量、維持管理等については、Road Maintenance Department、イシククリ湖水上交通につい

ては、Water Transport Administration、鉄道については Railway Department に問い合せる。

○ 2003 年７月 16 日（水）

〈林野庁〉

先　方：ムスラリエフ長官

当　方：川田、南、山中、マキシム・パスチェンコ（通訳）

・国立公園は、現在８か所である。

・法令、任務等について、ロシア語質問状に基づき７月 21 日に回答する。

〈環境非常事態省〉

先　方：フィルコバ副局長

　　　　　（Vice Chairman, Environmental Protection Department and National Ecological Expert）

当　方：　川田、南、マキシム・パスチェンコ（通訳）

・先方から、以下のとおり説明があった。

・Environmental Protection Law

　　大気、水質、土壌等、4,000 以上の物質について排出基準が定められている。各々の工場、

対象によって検討項目は絞り込まれる。

・環境影響評価（EIA）は、全体で月 80～ 100 件の審査があり、中央では３名の担当が審査して

いる。地方でも審査する。大きなプロジェクトでは、委員会ができ複数名が担当となる。

・モニタリングも実施している。

・建設（建築）許可は、地方行政 local administration に申請し、Committee が組織され、建築

（Committee of Architecture and Construction）、保健（Ministry of Health）、環境（Ministry of
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Environment）等の面で各々の省庁で審査される。

・民間コンサルタントは知らない。

・環境非常事態省の主官庁はオシュ市にあり、委員長はそこに常駐している。首都ビシュケク市

は支庁の位置にある。

〈SSGC〉

先　方：SSGC 副院長

当　方：中条、森、岡林

・当方から、現地測量の際に人夫、運転手等を雇うが、キルギスの標準としてどのくらいかを聞

いたところ、人夫は250米ドル／日、ドライバーは300米ドル／日であるとのこと。これは、

現地作業の安全性、特殊性を考慮しているので、一般より高くなっているとのことである。ま

た、その際現地での宿泊は１泊 20 米ドルである。

・オビデンコ副院長より、現地標定点観測測量時における班構成について質問があり、調査団と

しては技師（C／ Pから）、アシスタント、人夫、運転手及び案内人のそれぞれ１名ずつ、すな

わち１班５人構成を考えている。しかしSSGCでは通常GPS観測の場合、１班技師２人プラス

運転手であるとの説明があった。

・その他、無線機の使用について、日本製の無線機がキルギスで購入できるので見積りをお願い

した。

○ 2003 年７月 17 日（木）

〈運輸省水上交通部（Water Transport Administration）〉

先　方：ゼリシュ副部長（First Vice Chairman, Water Transport Inspection）

当　方：川田、南、マキシム・パスチェンコ（通訳）

・先方から、以下のとおり概要説明があった。

・大小にかかわらず、すべての船舶は登録しなければならない。

・キルギス国内で、約 1,000 の船舶の登録があり、その 80％がイシククリ湖である。

・イシククリ湖の大型船舶は約 50 隻である（ゴムボート、手漕ぎボートより大型）。

・かつては、バリクチ－カラコルを中心に、年 35 万 t の石炭を運搬していたが、現在は年約

２万 t である。

・湖岸からの建築制限は、工業地区 Industrial Area ではなく、港が建設されている。

・乗客のサービスは、観光シーズンの７、８月に限られ、観光客中心である。

・積み荷に、石油や化学物質は禁止されている。

・船舶のトイレの汚物は港でポンプ・アップすることになっているが、実状は守られていない。
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・イシククリ湖の監視員は、バリクチ４名、チョルポンアタ２名、カラコル１名である。

〈USAID プロジェクト事務所〉

先　方：アレン・デッカー代表

　　　　　（Chief of Party, Kyrgyzstan Land Reform Project sponsored by USAID,.

　　　　　Chemonics Intenational, Inc.）

当　方：川田、南、マキシム・パスチェンコ（通訳）

・以下のとおりプロジェクト概要及びキルギスの現況について説明をいただいた。

・USAIDのランド・リフォーム・プロジェクトは、開始して３年半が経過し、2004年10月でいっ

たん終了する。農村部、灌漑（水利用）、都市部では土地の市場化（民営化、税源拡大、抵当

権・担保制度）を含む。

・ケモニクス社は、本社をワシントンD.C. に置くコンサルタントで、世界 72 か国で、160 件以

上のプロジェクトを展開している。

・キルギスの土地私有制度はスタートをきったばかりで、不在地主や、短期の利用権を取ったま

ま、既成事実として土地を私物化してしまう例など問題が多い。不動産税制の改革、実施も重

要である。例えば、カザフ人はイシククリを自国の一部のように思い、土地所有をねらってい

る。

・外国人は土地を所有できない。

・イシククリでは、チョルポンアタとカラコルのMarket Based Land Use Plan を作成している。

バリクチやイシククリ以外の８都市でもスタディしている。農民に対し、都市問題のセミナー

も行った。

・市場経済化を経験したロシアの専門家を含め、ゾーニングに４～５人の専門家、キルギス人も

４～５人の専門家が作業をした。

・官僚主義的手続きを改革し、市場性に基づいた、民主的な土地利用、経済の発展を目指し、ゾー

ニングの規定（コード）を作成した。

・チョルポンアタの土地利用の法制化にあたっては、革新的で積極的な市長の協力があって実現

した。

・SCACの管理は、中央集権的、トップ・ダウンで、その内容・基準が複雑・不透明であり、外

国人投資家の嫌うところとなっている。

・７月21日14：00に土地利用規制の書類とともに、直接の担当と打ち合せる（アレクサンダー・

ウィサコフクキー）。トレーニングの専門家で世界に通用するコンサルタントである。カラコ

ル市の土地利用計画を指導しているコンサルタントは、アントレ・イヴノフで彼も優秀であ

る。総じてキルギスの技術者も基本的には実に優秀な者が多い。
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・土地利用計画は、市場性に基づき（マーケット・ベイスト）、土地所有状況は直接反映してい

ない。投機家は投資家の別名であり、土地所有制度には注意を要する。また、土地税制も早急

に整備する必要がある。

〈研究所〉

先　方：ティモフィエフナ

当　方：川田、南、マキシム・パスチェンコ（通訳）

・先方から、以下のとおり情報収集を行った。

・イシククリ・リゾート・ゾーン・ジェネラルスキームの策定に第１～３ステージで 1,700 万ソ

ムを要する。第１ステージの予算は680万ソムである。

・この３月に５万ソムの予算が来ただけで、４～７月はゼロである。

・研究所は、SCAC の下部機関であるが、予算がほとんどおりない。

・現在まで、現況把握の状況は次のとおりである。

1）　電　気：ほとんど終了

2）　下　水：一部

3）　環　境：不十分

4）　経　済：不十分

5）　防災、地滑り対策等：ほとんど終了

6）　道　路：不十分

7）　既存建築状況：ほとんどない

8）　給水、地震：他の機関に検討を依頼

〈SSGC〉

先　方：ツルコフ院長、オビデンコ副院長

当　方：中条、岡林

・オビデンコ副院長とSSGC地図作成部門の主な業務内容について質問。各部門の主な業務内容

について質問した。

　　Special Dpt.：一般に公開されていない地図（１／５万より大縮尺）、測量成果等の機密に関

する事務処理及び許認可の手続き。

　　State Geodesic Supervision and Technical Control ：SSGC が実施した測量成果の点検及び他

の機関が実施している測量の監督。

　　Delimitation and Demarcation of the State Border：国境確定の協議。

　　Metro-rologikal Unit：測量機材の補修及び点検、他の機関の測量機材の補修、点検。
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　　Project Unit（Costestimation）：各プロジェクト測量計画及び予算の立案。

　　Production Planning：SSGC が実施する測量作業計画の立案及び外部からの受託作業託。

　　Cartography and Geodesy：地図等測量成果の保管、原図等はすべて持ち出し禁止となってい

る。作業を行うにあたっては、必要に応じて原図をフィルム等にコピーして実施。フィルム原

図の一部は等高線版がないシートがある。

　　Photo-grammet ry：1/2 ,000 地籍図､1/5 ,000､１／１万の作成については、解析図化機

（SD2000）及びアナログ図化機を用いて地図を新規に作成している。1/2,000､1/5,000､１／１万

については、オルソホト（写真図）による手法で既存図の更新を行っている。また、航空三角

測量、国境確定の地図作成も実施している。

　　GIS Laboratory：中国との国境部、ビシュケクの地籍図、マナス空港及び１／ 10万のデジタ

ル図化を行っている。また、他の機関からの依頼で国勢調査結果のデータ化を実施している。

　　I.T. Unit：Project Unit で終了したプロジェクトに関するレポートの作成。

　　Unit for Thematic Mapping：１／ 10万～１／100万の主題図作成及び小縮尺図の更新。正規

図描以外の地図はすべて主題図として扱っている。ただし、旧ソ連時代に作成された植生図等

の主題図は更新の対象外。機密以外の地図については、校正刷機を用いて印刷を実施し、地図

の刊行を行っている。

　　Map Preprint Workshop：他の部署で作成された地図についてスクライブ作業を実施してい

る。スクライブ原図はアップデートされたものもあるが、印刷機がないため地図は印刷されて

いない。

・また、本格調査団が来るまでに図式案の検討を依頼した。地図記号は世界的な標準の100～120

位にするようお願いした。

〈JICAキルギス事務所〉

先　方：エセンギロワ〔Coordinator, Community & Business Forum （NGO）〕

当　方： JICA キルギス事務所（石井所長）、調査団（川田団員、南団員）、

　　　　マキシム・パスチェンコ（通訳）

・イシククリでも活動している NGO、Community & Business Forum の説明を受ける。

・イシククリでは、1,000～ 3,000米ドルの予算で、イシククリ湖南側の山岳部も含む農村を中心

に 90 のプロジェクトを実施している。無償で、３回に分けて支給する（初め、中間、最後）。

・コア・スタッフ４～５人。各地にコーディネーター５～６人。ボランティア多数。地方政府の

事務所は場所の提供や協力等の支援。70～80%は成功としている。主要目的は、生物多様性、

持続的開発、女性の３つである。

　　セミナー、ワークショップ、インフォメーション・センターには PC を置く。
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　　南岸の村での幼稚園（保育園）

　　Golden Eagle ほか、鳥のリハビリテーション・センター

　　乾燥フルーツ

　　羊毛の刈り取り

　　全寮制学校

　　道路舗装、改善

　　共同浴場、ランドリー

　　樹木、果樹に関する学校

　　毛布、シーツ支給

　　養蜂

・国際的 NGO との関係

　　Forum & Flora International

　　Snow Leopard Project

　　Small Scale Mining – Biodiversity Project

　　WB, IIED, Mining Industry and Sustainable Development in Kyrgyzstan, 2001

　　Danish Geological Survey

　　世界銀行（WB）、IFC、イギリスの民間等から資金援助を受ける。

〈USAID プロジェクト事務所〉

先　方：アレクサンダー・ヴィソコフスキーMarket-Based Land Use 担当

　　　　　（Kyrgyzstan Land Reform Project sponsored by USAID）

当　方：川田、南、マキシム・パスチェンコ（通訳）

・先方からの情報提供につき概要以下のとおり。

・短期の仮設使用許可を、長期の土地私有に結びつけてしまう問題が起こっている。

・土地利用計画法は基本的に既存土地利用に基づくnew procedure for land allocation and useであ

る。基準は、市場性（立地、環境、道路のアクセスやインフラ等）、と住宅開発・住宅用地（か

つての高層集合住宅は建設されず、個人の低層住宅が必要）である。

・キルギスの建築規制は、国、州（Oblast）、地区（Rayon）、市（Self Government）の４重構造

になっているが、一部市（Self Government）の許可のみで建設ができるようにした。

・市の許可（city administration permit）は、次の３種類がある。

新築（土地所有権に基づく土地の使用）

Additional（既存の施設の増改築）

Special（例えば、カジノなど特別な施設の建設）
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・チョルポンアタ市の土地利用計画法制化は、現地の関係者と共に法案準備に１年をかけた。

Public hearing を２回実施し、ケネシュの評議員にもヒアリングを行った。2002 年９月に City

Council に法案をあげ、2003 年６月に可決された。現在、カラコルの法務省の手続中で、トク

モクの経験からも、あと１～ 1.5 か月で正式に法として施行される。

・カラコル市の土地利用法はFirst Draft ができたところで、秋には法の原案が完成する予定であ

る。

○ 2003 年７月 18 日（金）

〈チョルポンアタ主任建築士事務所〉

先　方：アラデコフ主任建築士

当　方：川田、南、マキシム・パスチェンコ（通訳）

・先方から以下のとおり概要説明があった。

・チョルポンアタの水道については、水質の問題はないが、新たに建設される施設の水道が問題

である。

・水質検査は保健所が実施しているが水質は良好で汚染の問題は発生していない。

・建築研究所（研究所とは別の組織）が、現在チョルポンアタの給水について調査中である。

・チョルポンアタの水道の水源の容量は、以下のとおりである。

河川－貯水池・浄水場：5,000 m3 ／日

第１井戸：5,000 m3 ／日

第２井戸：４ 00 m3 ／日

第３井戸：故障中

第４井戸：東側、小規模

その他、大規模リゾート専用の井戸（２か所以上）

・現在の消費量は、3,850m3 ／日 であり、うち飲料として1,450 m3 ／日 、その他は灌漑、産業、

漏水である。

・井戸は地下 200 ｍから揚水している地下水源が３か所である。深度によって水質も異なるた

め、農業の灌漑用水は地下 70 ～ 80m から揚水している。

・表流水には塩素を投入して殺菌を行っている。

・孤児院が建設されたが、ここにはドイツの援助で新しい給水システムが導入されている。

・湖岸からの建築規制は、場所により 200 ～ 350mである。ジェネラルプランで描かれた湖岸の

施設は旧ソ連時代からの既存の施設であり、新規の建築は例外なく禁止される。
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〈科学アカデミー、イシククリ・バイオスフィア・ステーション〉

先　方：コヌルバエフ所長（Director, Issyk-Kul Biological Station, National Academy of Science）

当　方：川田、南、マキシム・パスチェンコ（通訳）

・先方からの情報提供につき、概要以下のとおり。

・旧ソ連時代から、イシククリ湖の水質・生態の調査をしており、1957年からは通年で調査して

いる。

・Atlas of Kyrgyz USSR（CCCDP）、1987 に当時の詳細なイシククリ湖の状況が示されている。

・水質の調査は、毎月１回、48時間かけて、チョルポンアタから南下し、対岸から引き返し、様々

な水深（表面、50m、100m、200m、600m）のデータを取っている。

・調査員に加え、監視員もいる。アカデミーはどの省庁にも属さない、独立の組織である。

・イシククリ湖は、1,736 km3 と容量も大きく、波が高く、水流があって、現在まで水質汚染の

心配はない。

・漁業の容量は、かつて1,200tあった。水深が深い部分が広く、湖の栄養分が豊かではないので、

漁業の容量は大きくない。ビシュケクでは鮭の養殖の研究を進めている。

・この観測所は 46 年間稼動している。1994 年には 126 名の職員がいたが、予算の縮小に伴い現

在は 14 名である。

・環境の研究をしているが、最も中心的な研究課題は水棲動物である。

・艇長約 26 ｍの船を所有し、これで観測を行っている。業務としては、チョルポンアタから湖

を横断するかたちで水深別の水を毎月 24 時間かけてサンプリングし、溶存酸素量、水温、塩

分濃度、透明度及び生化学的な分析を行っている。分析結果は、科学アカデミー本部に提出し

ている。

・（環境省へ提出しないのかという質問に対して）環境省の職員は、ただの官僚であり、あえて

いえば営利業者のようなものである（金儲けばかり考えているという意味）。科学は科学者が

実施するのでなければ信頼できない。

・イシククリ湖は長さ 179km、幅 60km、平均深度 270m、水量 1,736km3 であり、常時左回りの

水流があるため、少しぐらいの汚染物質が流入しても自浄作用で浄化される。したがって、汚

染の心配はない。

○ 2003 年７月 21 日（月）

〈SSGC〉

先　方：SSGC 測地部長

当　方：中条、岡林

・C／ Pの現地作業にかかる必要日数等を検討し、また標定点選点業、GPS観測、現地補測調査
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等、必要車両人日数等について議論した。

・また本格調査団の現地にかかる必要人日数の検討を行った。

〈JICAキルギス事務所〉

当　方：石井

当　方：川田、岡林

・本格調査での機材等について以下のとおり意見交換を行った。

・（研究所に）PC２台、GIS ソフト、プリンター（A3）１台、スキャナー（A3）１台。SSGCで

作成することになっている１／ 20 万分ラスターデータを下敷きに、GIS 計画作業（ベクター

化）を行うために必要。研究所で修正作業を続け、他の地域でも計画を行うために必要。研究

所では、イシククリ・リゾート地域ジェネラルスキームの調査費がなく、給与も滞る状態にあ

り、上記の機材をキルギス側で用意してもらうことは事実上困難と考えられる。もし、これら

の機材がなければ、作業は調査団内部で行われ、技術移転に支障を来す。

・（SSGC に）PC １～２台。イメージセッター。衛星データ取り込み及び地図化ソフト。

・旧ソ連時代からの、官僚的縦割り機構により、データがあっても、それが活用されず、データ

を取得するのに金銭や困難を伴うのが実状である。本格調査において、取得した各種データを

データベース化し、誰でもアクセスできるようにすれば、この状況が改善される。データベー

スは、研究所では困難であり、SSGC に可能性がある。

〈環境非常事態省イシククリ地方局（電話連絡）〉

先　方：サルマキエフ局長

当　方：調査団（川田団員）、現地マキシム・パスチェンコ（通訳）

・職員は総勢 30名であるが、７名はビル内の清掃等を担当する者なので、正規の職員は 23名で

あり、その内 13 名が監視員である。昨年までは 25 名の監視員がいたが、予算の減少で 12 名

が辞めた。

・局を開設して７年になるが、これまで 1 名が射殺され、１名が溺死した。

・通常の業務は環境保護のための管理・監視である。監視に必要な機材としては、車両が３台あ

るが、船も馬もバイクもない。カラコル市内に化学分析室があり、毎日、電話や FAX で連絡

をとっているが、できればチョルポンアタ市の局内にも分析室がほしい。

・今後必要な機材をあげれば、高速船が３隻、銃、防弾チョッキ、救命道具、生命保険、双眼鏡、

夜間も見える赤外線スコープ、テント、フラッシュライト、無線機、緊急用車両ミニバン等で

ある。

・当面の環境問題としては、下水排水による水質汚染である。バリクチ、チョルポンアタ及びカ
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ラコルの３市については、完全に処理できる下水処理施設が必要である。現在の施設は非常に

古いものである。

・イシククリ地域の環境保全計画を策定する場合、動物、植物、樹種のインベントリー作成が必

要だと思う。また、高い給料を支給して、賄賂の収受をなくす必要がある。環境監視のための

法律を作って、環境管理者の権限強化を図りたい。

・イシククリ湖の水質は、気象庁の定期観測データをもらっている。

○現地視察等

〈ジェティ・オグス・サナトリウム〉2003 年７月 18 ～ 19 日

・施設は老朽化し、陰気であり、「療養施設」であって、リゾートではない。

・ブースに分かれたバスタブ、泥治療、手足の治療器、診察室、小さな温水プール、リハビリテー

ション室、水圧マッサージ室などがある。

・家族連れもいて、安価に滞在できる施設として生き残るのではないか。

・位置としては、伝説のある奇岩ジェティ・オグスを臨み、自然保護区入口にあり、恵まれてい

る。

〈ジェティ・オグス自然保護区〉2003 年７月 19 日

・ゲートがなく、入園料・チェックがない。

・アラ・アルチャ国立公園と似た渓谷美であるが、歩道がない（そこまでたどり着かなかったか

もしれない）。マキシムは、アラ・アルチャよりきれいだといっていた。

・清流沿いに、道が上がり、ところどころ木橋を渡る。

・開けた場所もあり、キャンプ客がいた。

・トラックの荷台に大勢の子供が乗り、上がっていった。

〈鉄道のサービス〉

先　方：ビシュケク駅インフォメーション（電話）

・毎日、通年ビシュケク・バリクチ間1往復のサービスがある。料金45ソム。所要時間4時間。

Bishkek Balykchy

 6：40 → 10：40

21：00 ← 17：00

〈バスのサービス〉

先　方：バス・インフォメーション（電話）
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・ビシュケク（東ターミナル）から、バリクチ、チョルポンアタ、カラコルへ、６：30～ 23：00ま

で１時間ごとにサービスがある。ただし、乗客の人数により変更される。

・ビシュケク→バリクチ（４時間、66 ソム）→チョルポンアタ（５時間、95 ソム）→カラコル

（８時間、300 ソム）

〈航空機のサービス（ビシュケク）〉

先　方：キルギス・コンセプト（旅行会社）

航空会社

Kyrgyzstan Airline

British Airways

Turkish Airlines

Aeroflot

Uzbekistan Airways

Itek Air

Altyn Air

Lufthanza

行き先

モスクワへ

モスクワから

ロンドンへ

バクー（ロンドン）から

イスタンブールへ

イスタンブールから

モスクワへ

モスクワから

タシケントへ

タシケントから

モスクワへ

モスクワから

イスタンブールへ

イスタンブールから

モスクワへ

モスクワから

フランクフルト

週間便数

２

２

３

３

２

２

４

４

５

５

１

１

１

１

１

１

５

スケジュール

9：00 → 11：40

13：40 ←　19：50

5：45 → 11：25他

0：10 →　4：20

4：00 → 6：55

1：35+1 ←　17：25

4：40 → 6：55

2：35+1 ←　20：35

12：00 → 14：05他

11：00 ← 9：15他

9：00 → 11：40

19：10 ← 13：00

9：15 → 11：45

23：25 ← 15：30

9：00 → 11：15

18：55 ← 13：00

アルマティ経由
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